
令和８年度 小櫃･上総地区公民館運営審議会 第１回会議次第 
 

日時：令和８年５月２６日（火）午後２時３０分から 

会場：小櫃公民館 研修室  

   

 

 １ 開会 

 

２ 公民館長あいさつ 

 

 ３ 議題 

（１）令和７・８年度小櫃・上総地区公民館運営審議会について 

 
 

 

 

（２）令和８年度公民館経営方針・事業計画及び修繕・備品計画について 

 

 

 

 

（３）「上総小櫃地区20歳のつどい」の会場の変更について 
 

 

 

 

（４）「地域住民が主体の『地域づくり』を推進する公民館活動」について 

 

 

 

 

（５）公民館の使用料金について 

 

 

 
 

 ４ その他 

（１） 分館長について 

 

 
 

５ 閉 会 
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令和７・８年度 小櫃・上総地区公民館運営審議会について 

令和７年４月（令和８年５月一部修正） 

 

１ 公民館運営審議会とは 

 公民館運営審議会（以下「公運審」）は、社会教育法及び君津市公民館の設置

及び管理に関する条例に基づいて設置される公民館長の諮問機関です。君津市

教育委員会から委嘱され、任期は一期２年です。君津地区（君津中央・八重原・

周西・周南）、小糸・清和地区、小櫃・上総地区の３つの審議会があります。 
小櫃・上総地区公運審は８名の委員で構成されています。委員には、市民の学

習の場・憩いの場である公民館をより良くするために、市民の代表として様々

な立場から、主催事業や施設など、公民館運営全般について、地域に望ましい運

営がなされているか調査・研究し、市民の要望や意見等を述べていただく役割

があります。また、各地区の公運審のほかに、君津地方（木更津市・君津市・富

津市・袖ケ浦市）の委員で構成される君津地方公民館運営審議会委員連絡協議

会（君公運審連）の会員として、研修会等に参加いただいています。 
過疎化と少子高齢化が進む小櫃・上総地区で、地域活性化や持続可能な地域

づくりを目指すために、専門的な分野の視点を持つ委員と広く社会的な見識を

持つ学識経験者、自治会・地域団体等の地域で暮らす住民によって委員が構成

されることが望ましいと考えています。 
 

【委嘱の根拠と選出分野】 

（１） 根拠 
社会教育法第３０条及び君津市公民館の設置及び管理に関する条例第６条 

（２） 選出分野 
 １ 学校教育の関係者 
 ２ 社会教育の関係者 
 ３ 家庭教育の向上に資する活動を行う者 
 ４ 学識経験のある者 
 
【小櫃・上総地区公民館運営審議会委員選出区分について】 

（１）社会教育・学校教育関係者 

 小中学校の統合により、コミュニティのあり方が変化しています。地域の教

育関係者として、他の施設や分野との連携も視野に入れ、地域の教育力を持続

させるために、幅広い視点や地域の実情に即した意見をいただきたいと考えま

す。 
（２）自治会・地域団体・NPO 等 

 子ども達の健やかな成長や住民の活力増進の担い手、また地域住民の代表と

して、公民館と地域をつなぐ橋渡しとなる意見をいただきたいと考えます。 
 

資料１ 
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（３）家庭教育関係者 

 当事者の声に寄り添うコミュニティづくりを目指すために、子どもを取り巻

く地域や諸行事のあり方について、子育て経験者の視点から意見をいただきた

いと考えます。 
（４）学識経験者 

 複雑化及び多様化する地域課題の中で、先進事例や学術的見地から、小櫃・上

総地区に必要な学習課題は何か、また誰もが暮らしやすい地域づくりと公民館

のあり方を考えるための意見をいただきたいと考えます。 
 

２ 小櫃・上総地区公民館運営審議会の方向性 

近年の小櫃・上総地区公民館運営審議会では、下記のテーマで審議が行われ

ました。 
・ 平成２９・３０年度「『子ども、若者、高齢者など、誰もが地域で暮らし続け

られるふるさとづくりに寄与する公民館事業』の実現に向けて（意見書）」（平

成３１年３月１４日） 
・ 令和元・２年度「学校と地域を結ぶ公民館事業のあり方について」を審議テ

ーマに議論 
・ 令和３年度「地域と学校の協働活動による全員参加型社会を目指す公民館の

あり方について」（意見書） 
・ 令和４年度「ＩＣＴを利活用した公民館事業の新しいあり方について」（意見

書） 
・ 令和５・６年度「地域活性の拠点としての公民館運営・事業のあり方につい

て」（意見書） 
 

これまでの審議で示された公民館運営のあり方や主催事業の方向性に基づい

て、審議を継続的・発展的に展開する必要があります。 
※【別紙】議論の関係図（ポンチ絵） 
  
（１）令和７・８年度 小櫃・上総地区公民館運営審議会で重視すべき点 

審議テーマ「地域住民が主体の『地域づくり』を推進する公民館活動について」  
 令和５・６年度小櫃・上総地区公民館運営審議会では、人口減少や少子高齢化

などの地域課題及び国や市の「拠点づくり」の方向性並びに市の「地域づくり協

議会」制度の創設等の状況を踏まえて、「地域活性の拠点としての公民館運営・

事業のあり方について」をテーマに、２年間の審議を経て、意見書が提出されま

した。 
まず、公民館運営のあり方として①「多様な年代が『つどう』場づくりと運営

に『かかわる』仕掛けづくり」②「関係者が『つながる』仕掛けと広がり」③「『た

のしむ』なかで気づき、深まる『まなび』を生み出し、暮らしを拓く」の３点が

示されました。また、公民館事業のあり方として、AAR サイクルを活用した「見

通し・計画」、「実施内容」、「振り返り」のサイクルを回していくことで、さらな
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る活動の蓄積と新たな展開へとつなげていくことが重要であると言及していま

す。 
さらに、住民主体の地域づくりを展開していくために、公民館は、地域ごとに

異なる課題に応じた学習・活動に取り組み、住民が学びの客体から主体へ転換

していく働きかけや仕掛けが重要であると結論付けています。 
 以上を踏まえると、今後、地域社会のあり方が変化する中で、公民館等再整備

や地域づくり協議会の設立が進められるにあたり、公民館には、地域住民が学

びの主体として参画する公民館活動を展開することで、地域を活性化し、地域

づくりを推進していくことが求められていると言えます。 
今期の小櫃・上総地区公民館運営審議会では、令和６年度末の意見書の内容

を踏まえて、そもそも「地域づくり」とは何かを考えるとともに、住民主体で地

域課題の解決を目指す取り組みをどのように展開していくか、これらの取り組

みを通じて「地域づくり」をどのように推進していくかを議論するために、以下

のとおり審議会を進めていきたいと考えています。 
  



- 4 - 
 

[令和７・８年度 小櫃・上総地区公民館運営審議会 実施計画（案）] 

令和７年度 

日時 第１回 

５月９日（金） 

午後３時～５時 

第２回 

９月９日（火） 

午後２時３０分～５時 

第３回 

１２月９日（火） 

午後２時３０分～５時 

第４回 

３月１０日（火） 

午後２時３０分～５時 

会場 中央図書館 上総公民館 小櫃公民館 松丘コミュニティセンター 

議題 ①公運審の説明及

び今後の進め方 

テーマ「地域住民が

主体の『地域づく

り』を推進する公民

館活動について」

（説明） 

②各公民館年間事

業計画 

 

①各公民館事業の

中間報告（４～８

月） 

②審議テーマにお

け る 地 区 別 協 議

（「地域づくり」に

ついて） 

①各公民館事業の中

間報告(９～１１月) 

②文化祭の報告 

③２０歳のつどいの

報告(進捗状況) 

④審議テーマに係る

各地区の現状報告及

び意見交換 

①各公民館事業の報 

告(１２～３月) 

②２０歳のつどいの

報告（実施結果） 

③審議テーマについ

て単年度総括（議論

の整理） 

 

備考 開催前に委嘱状交

付式実施 

   

令和８年度 

日時 第１回 

５月２６日（火） 

午後２時３０分～５時 

第２回 

９月８日（火） 

午後２時３０分～５時 

第３回 

１２月８日（火） 

午後２時３０分～５時 

第４回 

３月９日（火） 

午後２時３０分～５時 

会場 小櫃公民館 上総公民館 小櫃公民館 小櫃公民館 

議題 ①今年度公運審の

進め方について 

②各公民館年間事

業計画について 

③２０歳のつどい

の会場変更につい

て 

④審議テーマにお

ける取り組みの進

捗状況報告 

⑤公民館の使用料

金について 

①各公民館事業の

中間報告（４～８

月） 
②審議テーマにお

ける取り組みの意

見交換 

③公民館の使用料

金について 

①各公民館事業の中

間報告（９～１１月） 
②文化祭の報告 

③２０歳のつどいの

報告(進捗状況) 

④意見書の内容につ

いて協議 

⑤公民館の使用料金

について 

①各公民館事業の報

告（１２～３月） 
②２０歳のつどいの

報告（実施結果） 

③意見書の提出 
④公民館の使用料金

について 

備考 
 （意見票の配付・回

収） 

第３回実施後、郵送

等で最終案を確認し

ていただく 

 

＊ 先行事例として、清和地区での拠点整備の動向からも学んではいかが 
（秋元小学校拠点整備事業及びコミュニティ清和の事例） 



・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ 子どもキャンプ〔②〕 ・ 介護家族のひろば〔③〕

・ ・ ・

・ ・

・ 高齢者学級「ほほえみ学級」〔③〕

・

・

・

・

【予算区分：コミュニティ活性化事業】 【予算区分：青少年教育事業】

各事業への展開

① ② ③

2026（令和8）年度　小櫃公民館　経営指針

1
地域住民が心身ともに健康であり続けるために公
民館事業を展開し、学習・文化・社会体育活動の発
展を図る

2

地域住民の学習・交流・活動の拠点を目指し、地域
の課題に根ざした公民館活動を展開することで、
地域住民の誰もが生き生きと活躍し、安心して暮
らすことのできる社会づくりを目指す

3
地域住民が身近な場所で学習し、新たなつながりや関
わり合いの機会を創出するため、様々な交流の手法を
効果的に運用して地域の活性化を推進する

3つの基本方針
小櫃地域は君津市北東部に位置し、面積は32.35平方㎞。令和8年（2026年）3月
31日現在での世帯数は2,022戸、人口4,330人である。当館は昭和49年（1974）
12月に開館し、令和6年（2024）に開館50周年を迎えた。地域のほぼ中央で小櫃川
と御腹川が合流して肥沃な耕地を形成しており、また小櫃の三大古墳に代表されるよ
うに、古い歴史を有する地域でもある。

※事業の予算的括りは、
　「コミュニティ活性化事業」「青少年教育事業」「課題解決学習推進事業」
※「小櫃・上総地区公民館運営審議会（R7・８）」は上総公民館予算
※各事業は4つの重点目標に紐づく。

4つの重点目標

『君津市総合計画　令和4（2022）～令和12（2030）年度』：5つの柱
　①経済と環境が調和したまち
　②誰もがいきいきと生活できる地域共生のまち
　③安心して子育て・子育ちでき学びを楽しめるまち
　④快適で安心して暮らせるまち
　⑤ともに創る次世代につながるまち　※プラス4つの戦略的プロジェクト

青少年の健全育成のため、その活動
を支える地域の輪（和）づくりを支援
する

情報の収集・整理・発信を通じて地
域活性化を目指す

※企業や他部署との連携
　・明治安田生命“元気プロジェクト”　ほか
　・市民生活課　・地域づくり課　・高齢者支援課
　・生涯学習講演会　等各事業の〔　〕内の数字は、上記にある「4つの重点目標」①

～④の該当する番号を記載↓

公民館活動に関わる人の裾野
を広げ、利用しやすい施設環境
の整備を推進する

『君津市総合計画　令和4（2022）～令和12（2030）年度』
：4つの戦略的プロジェクト
　A　安心して働ける環境をつくる
　B　子育て世代が住みやすいまちをつくる
　C　環境グリーン都市をつくる
　D　デジタル技術を活用して新たな価値をつくる

④
団体・サークル活動等の育成・援助に
努め、地域のネットワークづくりを推
進する

趣味教養講座〔①・③〕

おびつスマイルサロンいーね〔①・③〕

小櫃地区防災講座〔③〕

「小櫃まるごと博物館」構想事業〔重点目標④〕

学びなおし事業「デジタル活用講座」〔④〕

その他【予算区分：課題解決学習推進事業】

地域学習講座「小櫃学」〔④〕

施設の提供〔重点目標①〕

図書館サービス〔①・④〕

備品・設備の充実〔①〕

利用者懇談会〔重点目標③〕

館報「おびつだより」の編集・発行〔③・④〕

子ども会等関係者会議〔重点目標②〕

子どもひろば〔②〕

　※「おびつな（おびつ縁日）」を統合

―5―

　※あそんべ食堂との連携検討

青少年相談員連携事業〔②〕おびつ里山コンサート〔③〕

第52回小櫃地区文化祭〔③〕

上総小櫃地区20歳のつどい〔②〕ちょボラの会〔①・③〕

君津市公民館連絡会・8館連携事業〔③〕

地域づくり協議会「小櫃てらす」伴走支援事業〔③〕

学校支援・連携事業〔②〕

団体支援事業〔③〕

おしゃべりウォーク〔③〕

　※あそんべ食堂、地区社協との連携強化

社会体育活動の援助〔③〕

資料2-1
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小櫃公民館 
 

１  基本方針  

（１）地域住民が心身ともに健康であり続けるために公民館事業を展開し、学習・文 

化・社会体育活動の発展を図る。 

（２）地域住民の学習・交流・活動の拠点をめざし、地域の課題に根ざした公民館活 

動を展開することで、地域住民の誰もが生き生きと活躍し、安心して暮らすこ 

とのできる社会づくりを目指す。 

（３）地域住民が身近な場所で学習し、新たなつながりや関わり合いの機会を創出する

ため、様々な交流の手法を効果的に運用して地域の活性化を推進する。 

 

２ 令和７年度の成果と課題 

【 成 果 】  

（１）「地域づくり協議会 小櫃地区設立準備会」の活動支援をとおして  
令和 6 年度小櫃・上総地区公民館運営審議会意見書「地域活性の拠点として

の公民館運営・事業のあり方について」を踏まえ、住民主体の地域づくりに向

けた準備会の伴走支援を行った。  
地域をより良くしたいと考える住民が集い、小櫃地域全体についての対話の

場を設けられたことが第一の成果である。加えて、「あそんべ食堂」（※後述）

や「ちょボラの会」など、公民館で活動する取り組みとの接点がみえてきたこ

とは今後の公民館運営にとって大きな成果である。  
 

（２）地域食堂「おびつ あそんべ食堂」への活動支援をとおして  
“小さなこどもから高齢者まで「地域のみんな」がおいしいご飯を食べながらつ

どえる場”をコンセプトとし、５月のプレ開催を皮切りに、「あそんべ食堂実行委

員会」主催による地域食堂が始動した。公民館も今後の公民館運営の中核となる

活動と捉え、食堂の立ち上げから継続して伴走支援を行ってきた。  
この活動をきっかけに、これまで公民館を利用していなかった層の来館や、

日常的に公民館で過ごす子どもたちの姿も増え、公民館が“地域の居場所”と

して定着しつつあることがうかがえる。また、直売所や地元農家から食材の提

供を受けるなど、活動そのものが地域内のつながりづくりに派生している。  
運営においても、女性を中心とした大人ボランティアや中学生が参加し、活

躍する場となっている。  
 

【 課 題 】  

公民館予算の削減や自治会回覧運用変更に伴う周知方法の見直し、開館時間の短縮及  
び休館日の新設等、これまでの公民館運営に大きな影響をもたらす転換期にあり、公  
民館運営及び公民館事業の見直しが喫緊の課題となっている。  

 
３  令和８年度の重点目標 

（１）公民館活動に関わる人の裾野を広げ、利用しやすい施設環境の整備を推進する。 

（２）青少年の健全育成のため、その活動を支える地域の輪(和)づくりを支援する。 

（３）団体・サークルの育成・支援に努め、地域のネットワークづくりを推進する。 

（４）情報の収集・整理・発信を通じて地域活性化を目指す。 

 

資料 2-2 
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４  令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

地域づくり協議会伴走支援事業   小櫃・上総地区公民館運営審議会の審議テーマ「地  
域住民が主体の『地域づくり』を推進する公民館活動について」のモデル事業として  
実施する。地域づくり協議会に対する公民館的「伴走支援」として、人づくりと関係  
づくりの観点から、住民主体の地域づくり活動を進めていく。  
・人 づ く り…日常的に団体運営に関する助言や補助、情報共有を通じて、団体  
       のコアメンバーの力量形成に資する。  
・関係づくり…協議会との接続先を率先して構築し、つながりを増やしていく。  

予定事業として、趣味教養講座、ニットカフェ、「おびつ  あそん  
べ食堂」活動支援。  

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日･回数 対象･人数 備考 

１ 

小櫃・上総地

区公民館運営

審議会 

小櫃・上総地区の課題に向き合って住

民の意見を取り入れ、民主的で活力あ

る公民館の運営を図る。 
※令和７･８年度事務局は上総公民館。 

5月～3月 

年 4 回 委員８名 

 

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

２ 利用者懇談会 

団体活動の充実と利用者団体相互の交

流・連携を深め、公民館の民主的運営

を図る。前期・後期の年２回開催。 

7 月 31 日

（金） 

1 月 29 日

（金） 

利用団体・ 

サークル・ 

公民館職員 

 

３ 

館報 

「おびつだよ

り」の編集･発

行 

住民有志の編集委員会を設け、地域の

学習・文化・暮らし等を取材・編集

し、親しみやすい紙面づくりを目指

す。 

6月～3月 

年 4 回発行 

印刷部数 

600 枚 

回覧等 

編集委

員５名 

４ 

第 52 回 

小櫃地区 

文化祭 

豊かな地域文化の創造と活力ある地域

社会づくりを目指し、各種団体と個人

の文化活動、公民館事業の成果等を発

表し交流を図る。これまでの部門（発

表、展示、販売、体験）に加え、応援

部門を設け、幅広く協力者を求める。 

企画会議 2

回、実行委

員会 3 回 

文化祭： 

10月31日

(土) 

11月1日

(日) 

地域住民 
文化祭実

行委員会 

５ 
おびつ里山コン

サート 

地域住民が文化芸術活動を身近な場所

で楽しみ、誰もが気軽に参加できるコ

ンサートとして実施する。 
12 月中 市民 

あそんべ

食堂との

連携を検

討する 
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６ ちょボラの会 

参加者自らも楽しみつつ、ボランティ

ア活動を通して公民館の環境「快」善

を実施。住民主体の新たなイベント企

画等をとおして地域活性化へつなげ

る。 

月に 1 回程

度の定例会

議 

地域住民 

おびつの

おらが市

等実施 

７ 団体支援事業 

地域団体の支援に関わり、地域活性化

を図る。 
〔公民館利用者連絡協議会／小櫃の元

気なこどもを育てる会／地域団体・サ

ークル／七夕長谷川ホタル谷フェスタ

／小櫃地区社会福祉協議会／「小櫃地

区ふるさと祭り」／おびつ あそんべ食

堂実行委員会〕 

通年 
サークル・ 

団体等 

 

８ 
学校支援・連携

事業 

学校教育と社会教育が連携すること

で、地域ぐるみの子育て環境醸成を目

指す。 
〔「総合的な学習の時間」支援／ 
教育講演会 他〕 

総合学習支

援：5月～6

月 

教育講演会 

：2 月 6 日

(土) 

生徒・児

童、地域住

民 

 

９ 
おしゃべりウォ

ーク 

様々な世代がおしゃべりしつつ歩き、

交流する機会として開催。毎回テーマ

に沿ったコース（６～８㎞）を選定

し、固有の歴史や背景も紹介すること

で、小櫃地区の魅力の再発見につなげ

る。 
※体育協会・スポレク推進員・スポーツ推

進員と連携。 

2 月中 地域住民 

 

10 

君津市公民館連

絡会・８館連携

事業 

複数公民館が連携しながらテーマ性を

もった事業を企画・運営する。 通年   

11 

地域づくり協議

会「小櫃てら

す」伴走支援事

業 

小櫃地域の活性化を図る住民主体の地

域づくり協議会の伴走支援を行う。 通年  

地域づ

くり

課、市民

センター

と連携 
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（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

12 
子ども会等関

係者会議 

青少年の指導に関わっている団体と、

公民館や学校等の教育関係機関が一堂

に会する機会を設け、情報共有と課題

の解決を図る。 

5 月 29 日

（金） 
※開催日を

固定 

保育園、小

中学校、子

ども会、青

少年相談

員、小櫃て

らす、あそ

んべ食堂他 

 

13 こどもひろば 

遊びや運動などの体験学習の提供を通

じて、“子どもの居場所づくり”を進

める。 
※小櫃小学校学童クラブと連携。 
※「おびつな（おびつ縁日）」を統

合。 

通年 小学１～６

年生 

 

14 
青少年相談員連

携事業 

青少年相談員と共催で、子どもと地域

の大人が交流できる体験活動を企画・

運営し、青少年の健全育成を図る。 
1 月中 主として小

学生  

15 子どもキャンプ 

青少年相談員との共催で行う。親元を

離れた共同生活の中で、責任感や思い

やりの心、感謝の気持ちを学び、子ど

もたちの人間性を高める機会として実

施する。熱中症対策に万全を期し、参

加する子どもたちはもちろん、引率す

る大人たちにも無理のない内容を検討

し、実施する。 
※事前（７月５日（日））にオリエン

テーション実施。 

７月18日 

（土）・ 

７月19日

（日） 

小学４～６

年生 

鴨川青

少年自

然の家 

16 
上総小櫃地区 

20 歳のつどい 

人生の節目を迎える 20歳の青年が、

大人としての自覚を持ち、また、地域

の人々との交流を深める機会として位

置づけ、青年教育の推進と地域の活性

化を図る。上総小櫃中学校に統合後、

初の卒業生が対象となる 20 歳のつど

いである。令和８・９年は小櫃公民

館、令和 10・11 年は上総公民館が事

務局。 
※実行委員会会議は９～３月に実施す

る。 

令和 9 年 

1 月 10 日 

（日） 

上総小櫃中

学校区の対

象者 

会場は

上総地

域交流

センタ

ーを検

討 
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（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

17 

「小櫃まるごと 

博物館」構想 

事業 

小櫃地域住民の営みによる地域資源の

記録化と活用を通して、地域の活性化

を図る。 
※「小櫃学」と連動実施。 

通年 地域住民  

18 
地域学習 

講座「小櫃学」 

「小櫃」にこだわり、地域の資源や文

化を再発見できるよう機会を設ける。 
11 月 28 日

（土） 
市民 

移動手

段：生涯

学習バス 

19 
趣味教養 

講座 

公民館活動の入門編として、親しみの

持てる参加しやすいテーマを取り上げ

実施する。 
年 4 回程度 地域住民 

 

20 
おびつスマイル

サロンいーね 

福祉に関わる様々な地域団体と手を結

びながら、支え合い活動の体制づくり

を進めるために「サロン活動」を展開

する。 
※小櫃地区社会福祉協議会等と連携。 

4 月～3 月 

第 3 金曜日

の開催 

地域住民  

21 
介護家族の 

ひろば 

介護者同士が集う場をつくり、心のケ

アを図る（ピア・カウンセリング）。 

6 月 18 日

（木） 

と 11 月 

年 2 回 

介護者等  

22 
小櫃地区 

防災講座 

地域の防災意識の向上、共助の関係づ

くりの一助として実施する。 
※自治会連協と共催。 

6 月 21 日

（日） 
地域住民  

23 

学びなおし事業

「デジタル活用

講座」 

（デジ活） 

個人の要望と社会の要請に応えるため

に実学的な内容を取り上げ、新たに必

要とされる知識や能力、技術等を学習

する機会にする。 

年 3 回程度 
地域住民 

15 名程度 
 

24 

高齢者学級 

「ほほえみ学

級」 

高齢者が生きがいをもち、学び、交流

する場とする。 
※アクティブシニア層向け 

7 月～2 月、 

年 8 回程度 

60 歳以上 

の地域住民 
 

 

（５）その他 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

25 
施設の 

提供 

住民の学習と集団活動の拠点としての役

割を果たし、個人利用にも対応する。 通年 市民  

26 
図書館 

サービス 

地域の読書推進を図るとともに、地域住

民とともに図書室の環境整備に着手し、

PR にも努める。 
通年 市民  

27 
備品･設備の充

実 

施設環境の整備に努め、必要な備品を購

入し、機能性の向上に努める。 通年 市民  

28 

社会体育 

活動の 

援助 

日常生活のなかにスポーツを取り入れ、

健康維持や体力向上を推進する。公民館

ほか小櫃スポーツ広場等。 
通年 

各スポ－ツ

団体・住民 

 

 



※事業の予算分類は、「青少年教育事業」、「コミュニティ活性化事業」

「課題解決学習推進支援事業」「分館事業」の4種類。

※重点目標は令和8年度の「事業計画」「事業報告」に【関連重点目標】

として反映させる。

① ② ③ ④ ⑤

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・

・

・

●地域住民を大切にする公民館運
営の推進
　
・公民館運営審議会、利用者連絡協
議会、分館事業推進委員会等と意
見交換を行い、地域の実情や課題
を探り、公民館運営や事業に反映さ
せる。
・身近な地域活動・交流の拠点とし
て、様々な人が使用しやすい環境を
整備する。
・地域住民が主体の「地域づくり」を
推進する公民館活動について、公
民館運営審議会等で検討する。

●広報及び周知活動の充実

・上総公民館だより及び分館だより
等広報紙において、地域の動きを
取り上げ、紙面を充実させる。
・ホームページ、君津市公式ＬＩＮＥ等
のＳＮＳ及び館内掲示板を活用し、
情報を発信する。

●人権教育の推進

・人権意識の向上を目指し、関係者
及び機関と連携し、地域特性に応じ
た人権教育事業を推進する。
・多様化及び複雑化する人権問題を
幅広く学習する機会を提供する。

●地域住民が主体の「地域づくり」
を推進する公民館活動の展開

・地域住民、団体及び機関等と意見
交換を行い、公民館の活用を推進
する。
・「地域づくり」の視点を持って、地
域住民、団体及び機関等が主体とし
て参画する公民館活動を展開する。

●地域課題に取り組む事業展開と
誰もが参加しやすい学習機会の提
供

・地域課題や文化を学ぶ機会を提
供し、地域を支える人材を育成す
る。
・少子化の現状に即した子育て支援
及び青少年教育の充実を図り、次
世代の育成を進める。
・学習活動を支援するため、図書分
室の充実及び利用促進並びに地域
資料の収集及び活用を図る。

五つの重点目標

20歳のつどい〔②〕

趣味教養講座〔②〕

上総地区青少年健全育成「明るい社会啓
発標語コンクール」〔②〕

久留里だより〔④〕

上総地区文化祭〔③〕バスハイク〔②〕

公民館Deチャレンジ〔②〕

子どもキャンプ〔②〕

夏休み自習室開放〔②〕

スマホ講座〔②〕

上総の“山”と”歩く“を楽しむ教室〔③］

上総公民館だより〔④〕

みんなイキイキ！食の健康教室〔②〕

まちなみ塾通信〔④〕

松丘分館だより〔④〕

広報かめやま〔④〕

地域住民交流教室〔⑤〕

上総子どもふれあい教室〔⑤〕
亀山分館趣味教養講座（料理講座、健康
教室）〔②〕

　　　　　　　　　※各事業の〔　〕内の数字は、上記にある「五つの重点目標」①～⑤の該当する番号を記載

亀山ふるさとまつり〔③〕

松丘ふれあいまつり〔③〕
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2
地域住民の身近な学習・交流の拠点施設として、様々な年代が
利用しやすい公民館を目指す1

三つの基本方針
　上総地区は本市の地区のなかでも、面積が一番大きく、上総公民館に加え、上総公民館は亀山分館と松丘分
館の２つの分館がある。
　上総地区の面積は君津市のおよそ３分の１、約１２８ｋ㎡である。令和8年３月末時点で人口5,324人、世帯数
は2,735、高齢化率約５３％である。少子化も進んでおり、令和２年度から地区内の中学校が小櫃へ統合され、
上総小櫃中学校に、令和３年度には小学校が統合され、上総小学校の１つになった。

『君津市総合計画』：5つの柱
　①経済と環境が調和したまち
　②誰もがいきいきと生活できる地域共生のまち
　③安心して子育て・子育ちでき学びを楽しめるまち
　④快適で安心して暮らせるまち
　⑤ともに創る次世代につながるまち　※プラス4つの戦略的プロジェクト

3
他機関・団体と積極的に連携・交流を図り、地域の豊かな人間
関係作りと共同の関係作りを進める

地域の実態や課題に根ざした公民館事業を推進し、学習意欲と自治
能力の向上を図り、地域活性化と文化活動の発展を目指す

地域リーダー防災学習会〔③〕

高齢者学級「さわやか学級」〔②〕

松丘分館趣味教養講座（松丘健康講座、
松丘防災講座）〔②〕

各事業への展開

【課題解決学習推進事業】 【分館事業】

松丘分館移動研修〔②〕

家庭教育関連事業「わいわい広場」〔②〕

保育協力者関係事業〔重点目標②〕 松丘分館事業推進委員会〔重点目標①〕

亀山分館事業推進委員会〔①〕

【青少年教育事業】

書道大会〔②〕

【コミュニティ活性化事業】

団体活動育成支援〔重点目標③〕青少年相談員会議〔重点目標③〕

花いっぱい運動〔③〕

※企業や他部署との連携
　・明治安田生命“元気プロジェクト”他
　・市民活動支援課事業　・DX推進課契約分スマホ講座
　・生涯学習講演会　等

【その他】

施設の提供〔重点目標①〕

施設の維持管理〔①〕

亀山分館移動研修〔②〕

図書館分室業務〔②〕

まちなみ塾（地域任意団体による事業）
〔③〕

資料2-3
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上総公民館 
 

１ 基本方針 

（１）地域住民の身近な学習・交流の拠点施設として、様々な年代が利用しやすい公民館を目指す。 

（２）地域の実態や課題に根ざした公民館事業を推進し、学習意欲と自治能力の向上を図り、地域

活性化と文化活動の発展を目指す。 

（３）他機関・団体と積極的に連携・交流を図り、地域の豊かな人間関係づくりと共同の関係づく

りを進める。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

重点取組分野「地域住民の主体的参画」を掲げ、地域団体である「くるりボランティアガイド

の会」及び「蓑会」と協働して企画・運営し、本館モデル事業「上総の“山”と“歩く”を楽し

む教室」を実施した。 

本事業では公民館がハブとなり２つの地域団体をつなぎ合わせ、企画の初期から両団体に加わ

ってもらい、協働して地域歩きのルートを作成したほか、地域の魅力を内外に発信し、活動の周

知・新規会員募集の機会とすることができた。 

そのほか、本館及び分館で実施した趣味教養講座から新規サークルの発足につながり、公民館

活動への地域住民の主体的参画の一助とすることができた。 

【課題】 

少子高齢化や人口減少により、過疎が進む中で、公民館は、学習を通じた地域づくりを推進す

る必要がある。具体的には、事業の見直しや広報の工夫、定期利用サークルの減少が課題である。 

 

３ 令和８年度の重点目標 

（１）地域住民を大切にする公民館運営の推進 

①公民館運営審議会、利用者連絡協議会、分館事業推進委員会等と意見交換を行い、

地域の実情や課題を探り、公民館運営や事業に反映させる。 

②身近な地域活動・交流の拠点として、様々な人が使用しやすい環境を整備する。 

③地域住民が主体の「地域づくり」を推進する公民館活動について、公民館運営審

議会で検討する。 

（２）地域課題に取り組む事業展開と誰もが参加しやすい学習機会の提供 

①地域課題や文化を学ぶ機会を提供し、地域を支える人材を育成する。 

②少子化の現状に即した子育て支援及び青少年教育の充実を図り、次世代の育成を

進める。 

③学習活動を支援するため、図書分室の充実及び利用促進並びに地域資料の収集及

び活用を図る。 

（３）地域住民が主体の「地域づくり」を推進する公民館活動の展開 

①地域住民、団体及び機関等と意見交換を行い、公民館の活用を推進する。 

②「地域づくり」の視点を持って、地域住民、団体及び機関等が主体として参画す

る公民館活動を展開する。 

（４）広報及び周知活動の充実 

①上総公民館だより及び分館だより等広報紙において、地域の動きを取り上げ、紙

面を充実させる。 

②ホームページ、君津市公式ＬＩＮＥ等のＳＮＳ等を活用し、情報を発信する。 

資料 2-4 
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（５）人権教育の推進 

①人権意識の向上を目指し、関係者及び機関と連携し、地域特性に応じた人権教育

事業を推進する。 

②多様化及び複雑化する人権問題を幅広く学習する機会を提供する。 

 

４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「地域住民の主体的参画」 

地域住民が公民館活動の担い手として主体的に参画する関係を構築し、企画段階から協働で

取り組む主催事業を展開する。 

※主な予定事業「上総の“山”と“歩く”を楽しむ教室」及び派生事業など 

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会  

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

１ 

小櫃･上総地

区公民館運営

審議会 

公民館事業の企画実施、施設整備、両地

区の連携等について調査・研究・審議す

る。 

年４回 

(5,9,12,3

月） 

委員８名 事務局： 

上総公民

館 

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

２ 

第 5 4回上総

地 区 文 化 祭 

豊かな地域文化の創造と市民の交流

を目指し、様々な文化活動や地域活

動を発表する機会とする。 

10月17・ 

18日 

 

サークル

・団体、 

地域住民 

 

３ 
趣味教養講座

（２講座予定） 

地域活動の入門の場として実施し、

文化活動及び交流を推進する。 

調整中 成人  

４ 

上総公民館だ

よりの発行 

公民館主催事業及び利用サークル・団体等の活

動紹介並びに生涯学習情報や地域の話題等を

掲載し、公民館と住民とのパイプ役を果たす。 

年3回発行 

(6,9,12

月） 

自治会回

覧ほか 

 

 

５ 

久留里だより

の発行 

公民館主催事業、利用サークル等の活動

紹介及び地域の話題等を掲載し、公民館

と住民とのパイプ役を果たす。 

年１回発行 久留里地

区自治会

回覧 

 

６ 

上総の“山”

と“歩く”を

楽しむ教室 

上総地区を自らの足で歩き、自然や歴史

に触れることで、郷土愛を涵養するとと

もに、交流人口の増加を目指す。 

年１回 地 区 内 外

の成人、青

少年等 

 

７ 

定期利用説明

会 

定期利用サークル・団体に必要事項を説

明し、活動の充実と活性化を図る。 

年２回 

（５月、

１月） 

利 用 サ ー

クル･  関

係団体等 

 

 

（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

８ 
公民館DE 

チャレンジ 

子ども達の交流と体験活動を行い、

健全育成を目指す。 

年 2 回 程

度 

地 区 内 の

中・高校生 

 

９ 

子どもデイキ

ャンプ 

 

自然のなかで共同生活を送り、自然

の素晴らしさ、仲間の大切さ、協力

して働くことの重要さを学ぶ。 

事前研修 

7月26日 

キャンプ 

8月8日 

地区内の 

小 学 ４ ～

６年生 

青少年相

談員と共

催 



- 14 - 

 

10 

君津ふるさと

か る た 大 会

(予選) 

かるたを通じて、市内の歴史や文化につ

いて理解を深める。 

10月17

日 

地区内の 

小学生 

青少年相

談員と共

催 

11 

子どもバスハ

イク 

普段行くことのない博物館、動物園

等の施設に行くことで、見聞を広め

るとともに、子ども同士及び青少年

相談員との交流を深める。 

２月28日 地区内の 

小学生 

青少年相

談員と共

催 

12 

書 道 大 会 ＆

お 楽 し み ビ

ンゴ大会 

書道サークルの指導により、書初め

の宿題を実施する。また、お楽しみ

会を実施し、子ども同士及び青少年

相談員との交流を深める。 

12 月 20

日 

地区内の 

小学生 

青少年相

談員と共

催 

13 

２ ０ 歳 の つ

どい 

２０歳の門出を祝い励ますため、上

総小櫃中学校区でつどいを実施す

る。 

準備会 

未定 

つどい 

１月10日 

20歳を迎

える方 

実行委員

会を組織 

14 
自習室開放 地域の青少年の学習の場として会議

室等を開放する。 

夏休み

期間中 

小学生以

上の学生 

 

15 

上総地区青

少年健全育

成 明るい

社会啓発標

語コンクー

ル 

私たちの生活を豊かで楽しいものと

するために、住みやすく明るい地域

社会作りが必要である。そこで、児

童・生徒から啓発標語を募集し、明

るい社会作りの一層の推進を図る。 

募集 

12～1月 

審査会 

2月 

上総小学

校の全児

童 

上総小学

校と連携 

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

16 

さわやか学級

(高齢者学級) 

 

地域や家庭で健康で生きがいのある生活

を送るために、共に学びふれあう場とす

る。 

6月～2月 

年９回程度 

60 歳 以 上

の方 

 

17 

わいわい広場 

( 家 庭 教 育

関連事業) 

地域内の乳幼児を持つ保護者とその子ど

もの交流を図り、子育てに関する知識や

知恵を学ぶ機会とする。 

年2回 乳 幼 児 の

親子 

15組程度 

 

18 

上 総 人 権 教

育推進事業 

 

地域内の学校との連携等を通して、人権

学習の充実と推進を図る。 

・上総子どもふれあい教室 

・地域住民交流教室 

・人権週間関連事業等への協力 

通年 

 

年３回 

年３回 

12月 

 

 

地区内児童 

主 に 上 総

地区住民 

市民 

生涯学習

文化課及

び上総小

学校と連

携 

19 

み ん な イ キ

イ キ ！ 食 の

健康教室 

食に関する座学や実習を通じて、健康に

ついて考える機会とする。 

調整中 地域住民  

20 

地 域 リ ー ダ

ー 防 災 学 習

会 

共助の意識の向上につながる学習や交流

の場を設け、安全に暮らし続けられる地

域づくりを学び、実践につなげる。 

調整中 自治会

長・民生委

員・主任児

童委員 

自治連・

民児協及

び市民ｾﾝ

ﾀｰと連携 
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（５）分館事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

21 

松丘分館 

事業 

身近な場で生活に役立つ学習や事業

等を通して、豊かな地域づくりを目

指す。 

・第21回松丘ふれあいまつり 

・松丘分館だよりの発行 

・分館事業推進委員会 

・松丘防災講座 

・松丘健康講座 

・その他趣味教養講座の実施 

通年 

 

 

1 1月 7日 

6･10月 

年4回 

11月 

1・2月 

2～3回 

市民  

22 

亀山分館 

事業 

身近な場で生活に役立つ学習や事業

等を通して、豊かな地域づくりを目

指す。 

・第23回亀山ふるさとまつり 

・広報かめやまの発行 

・分館事業推進委員会 

・趣味教養講座実施 

・健康体操教室 

通年 

 

 

1 0月 3日 

6･9月 

年3回 

7月以降 

10月以降 

市民 

 

 

 

（６）施設提供・管理、図書、サークル育成・援助・学習相談等 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

23 
展 示 活 動 地域情報及び学習情報を提供する。 

・七夕かざり 

通年 

７月 

来館者  

24 

施設の維持管

理 

施設の維持管理及び修繕等を行い、

安全で快適に使用できる施設とす

る。 

通年 施設 生涯学習

文化課と

連携 

25 

図書館分室業

務 

市民及び関係機関のリクエスト及び

相談に応え、読書を支援する。また

図書館分室の利用を促進する。 

通年 市 民 及 び

関係機関 

中央図書

館と連携 

26 

児童室（保育

室）の活用 

子育て及び孫育て世代の交流及び学

習を支援する。 

・保育協力者会議の実施 

通年 

 

１０月 

市民 

 

保育協力者 

保育協力

者と連携 

27 

個 人 利 用 の

受付 

サークル及び団体の使用がない場合

に、卓球及びピアノの利用受付を行

う。また、ボードゲーム等の遊具を

貸し出す。 

通年 

 

市民  

28 

関 係 団 体 と

の連携 

団 体 活 動 の

援助 

情報提供等 

各種団体及び機関と連携し、社会教

育活動を支援する。また市民への情

報提供及び学習相談に応じる。 

・サークル体験会 

・日帰りハイキング 

・利用連総会 

通年 

 

 

12月～ 2月 

未定 

5月14日 

団体及び

機関等 

  

市民 

市民 

サ ー ク

ル・団体 
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上総地域交流センター 
 

１ 基本方針 

（１）生涯学習・市民の相互交流活動に関連する業務を積極的に進める。 

（２）小櫃・上総地域を視野に入れ、これまで公民館で培ってきた地域との絆を大切に

しながら、幅広い市民の交流の場づくりを進める。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

上総地域交流センターが開館して約１５年となるが、近年は災害発生に伴う地域の防

災拠点として住民の安心安全を確保する大きな役割を果たしている。 

「まちなみ塾」との連携事業については、久留里地域の活性化を目指し、「落語フェス

ティバル」や「まちなみコンサート」、「鄙の雛展」などを実施した。 

県立君津青葉高等学校の協力を得て取り組んでいる「花いっぱい運動」は上総地域交

流センターの花壇等に草花の植栽等をし、地域のより良い環境づくりを行うもので５月

と１１月に２回実施した。地元の団体やボランティアの方も参加していただき、生徒と

地域の方との交流も図られた。 

【課題】 

マンネリ化しないよう事業の行い方なども検討し、参加者に満足してもらえるような

事業を引き続き行い、地域活性につなげたい。 

 

３ 令和８年度の重点目標 

（１）副次核構想の中心となる久留里地区の活性化を推進する。 

  地域団体や機関、市長部局等と情報交換を図り、地域の活性化につながる場作りを

進める。 

（２）小櫃・上総地区の生涯学習活動・文化活動の活性化につながる事業に取り組む。 

  まちなみ塾と連携し、様々な世代が参加できる事業を実施する。 

 

４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「地域との連携」 

地域の任意団体や学校等と連携し、地域とのつながりを意識し様々な事業やイベントを開催

することで、地域活性につなげていく。 

 

５ 令和７年度の事業計画 
№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

１ 

「 ま ち な み

塾」との連携

事業 

久留里地区の活性化のあり方や計画

をつくり具体化をはかる。 

◇久留里の打ち水＆夕涼みコンサート 

くるり落語フェスティバル 

久留里まちなみコンサート 

鄙の雛展  他 

通年 

 

7月 

10月 

12月 

2月～3月 

市民 地域の諸

団体との

連携 

２ 

花いっぱい運

動 

君津青葉高等学校等と連携し、上総

地域交流センターの花壇及び施設周

辺の美観整備を行う。 

6月 、 1 1月 

年 2 回 植

栽 

高校生、地

域任意団

体等 

地域の諸

団体との

連携 
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令和８年度 修繕・備品購入計画 

【小櫃公民館】 

修   繕 １ 誘導灯修繕（198,000 円） 

備品購入 １ 予算なし 

 

※公共施設マネジメント課から：「公共施設における事故を未然に防ぎ、市民や利用者、職員 

の安全を確保するとともに、適切な維持管理を行い、建築物の長寿命化につなげるため」 

の公共施設日常点検の実施が依頼されている。 

→雨漏り箇所多数 : 

①講義室の雨漏りは屋根上の防水シートの剥がれが原因と推察される 

②一階部分の雨漏りについては、浸み込んだ雨水が天井裏を循環している可能性がある 

と業者から指摘されており、漏電につながる危険性をはらんでいる 

→壁のひび割れ箇所多数 : とくに２階の研修室と講義室を仕切る壁には両側に大きな亀裂 

が生じているのが目視できる。 

※そのほか、照明器具に関しては、生産中止となった蛍光管を使用しているためにそもそも 

交換不可であったり、また交換が可能であっても足場を組まないと作業ができないケース 

や、もとより LED 化もすすめらず、事務室を含め各部屋の照度が十分確保できていない 

状況が散見される。 

        

【上総公民館】 

修   繕 

１ ・浄化槽循環ポンプ交換修繕（115,500 円） 

２ ・消火栓補給水槽ボールタップ修繕（62,700 円） 

３ ・多目的ホールエアコン修繕（見積等手配中） 

備品購入 １ 予算なし 
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令和 9年 1月実施上総小櫃地区 20 歳のつどいの会場変更について 
 

１．会場変更の経緯 

令和 8 年 1 月実施の 20歳のつどいは初の 4 地区合同開催となるため、駐車場の利点から上総小

櫃中学校を会場とした。しかし、晴れ着姿に配慮したことによる式典会場の土足使用（全市統一の

方針）については、新築体育館の床を毀損してしまう恐れもあるため、今後の会場を、上総地域交

流センターに変更したい。 

 

２．式典会場（多目的ホール）の収容について 

上総地域交流センター多目的ホール（3階）において、主催者席 10 席程度、来賓 30 席、新成人

席 64 席、家族席 42 席の確保は可能（下図）。 

 

       
 

３．駐車場（見込み）の収容台数について 

 上総地域交流センター及び周辺の駐車場を借用することで約 140 台の収容は可能。 

・ 上総地域交流センター：39 台(水汲み場用に数台確保が必要)＋職員駐車場 12 台 

→送迎者乗降場及び新成人、来賓を優先 

・ 駅前交流広場：20 台 →来賓用 

・ JA きみつ久留里支店（旧）：10台 →一般・家族用（状況の変化があった場合使用不可） 

・ 君津信用金庫：5～6 台 →一般・家族用 

・ 久留里カトリック幼稚園：50 台 →一般・家族用 

・ 正源寺：5～6 台 →職員駐車用（法事が入ってしまった場合使用不可） 

※会場周辺の駐車場所については分かりにくい場所もあるため、誘導員が周辺地図を渡すなど、配

慮が必要となる 

 

４．そのほかの施設利用について 

・ 来賓控室は多目的ホールがある 3階ではないが、2 階会義室 1 又は 2 であれば 30 人を収容する

ことは可能 

・ 受付及び祝電掲示場所については、多目的ホールの前室にて確保が可能 

家族席 14×3 列 

20 歳席 

4・４×8 列 

来
賓

席
1
5

×
2

列
 

主
催

席
1
0
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モデル事業 「地域づくり協議会伴走支援」について 

小櫃公民館 

１ 事業概要 

（ １ ）経緯  令和 7 年 3 月 19 日より小櫃地域づくり協議会設立準備会がスタートし、小

櫃公民館、小櫃地域市民センター及び地域づくり課が「伴走支援」を行ってきた。 

令和 8 年 6 月 11 日には地域づくり団体「小櫃てらす」の設立総会を行い、君津市「地域

づくり協議会」の認定要件を整えていく。 

 

（ ２ ）目的 地域づくり協議会に対する公民館的「伴走支援」として、人づくりと関係づくりの

２つの観点から取り組むことで、住民主体の地域づくり活動を進めていく。 

① 「人づくり」の観点：日常的に団体運営に関する助

言や補助、情報共有を通じて、団体のコアメンバ

ーの力量形成に資する。 

② 「関係づくり」の観点：協議会との接続先を意図的

に増やしていくことで、所属はしていないがつな

がりのある関係者を増やしていく。 

 

２ 「人づくり」に資するための担当割り 

設立準備会における対話を通じて「小櫃てらす」の中心テーマには、次の５つが挙げられる。 

農業・食文化の振興 ／ 教育のまち・子どもの育成 ／ イベント・地域の魅力・情報発信 

公民館の活用と新たなコミュニティづくり ／ 地域のインフラ・サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのテーマのもと、短期計画として次の事業を推進していく。なお、事業推進に当たっ

団体運営の 

助言・補助等 

 公民館の講座・

団体連携･コラボ 

地域づくり 

協議会 

関係づくり 

人づくり 
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ては、職員内で業務の平準化と役割分担を進めることで、各事業への集中度と効果を高め

るとともに、継続性を担保する運営体制を構築していく。 

・ 全体事業：お芋プロジェクト（担当：會澤） 

・ 教育のまち・子どもの育成：あそんべ食堂活動協力（担当：島津） 

・ イベント・地域の魅力・情報発信：（仮称）たまごフェスタを通した小櫃地区ふるさと祭りの

協力（担当：藤平館長） 

 

３ 「関係づくり」に資する事業名および概要 

① 趣味教養講座「はじめてのさつまいも栽培講座」 

さつまいもの栽培方法について基本的なノウハウを学ぶ

と共に、「小櫃てらす」のお芋プロジェクトとの関連付けを

おこなうことで、団体活動の周知及び参加者層の拡大に

つなげていく。 

◆公民館の役割 

初心者向けのさつまいも栽培学習を通じて、小櫃てらす

メンバーの学習的側面を支えていく。本講座では敢えて

栽培実習は含めない座学のみとし、お芋プロジェクトへと

苗植え付けや収穫体験による補完関係を持たせている。 

・開催日時：5 月 8 日（金）19：00～20：30  ・会場：小櫃公民館研修室 

→お芋プロジェクト苗植え付け体験：5 月 16 日（土） 

 

② 趣味教養講座「小櫃のたまごを楽しむ教室」第 2 弾 

昨年度に引き続き、小櫃地区の特産品である「卵」を活用した料理講座を開催し、身近

な食材や地場産業への再認識を促す。さらに、卵を使った商品開発や、小櫃てらすが

企画する「たまごフェス」への出店を見据え、中核を担う人材の掘り起こしと、具体的な

活動に向けた話し合いの場を創出していく。 

◆公民館の役割 

講座の企画・運営を行うとともに、受講者が地域活動（商品開発等）へと移行・発展でき

るよう、話し合いの場の提供、および講師との連携調整等、継続的な支援をおこなう。 

・開催日時：夏休み期間～冬季にかけて 

 

③  個人活動とサークルの中間にある“ニットカフェ” 

令和 6 年度の趣味教養講座「ニットカフェ」をきっかけに始まり、有志のメンバーによっ

て継続されている活動である。 
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既存の自主活動をさらに開かれた活動へと展開させるため、夏季休暇中の事業「こど

もひろば」と連携し、子ども向けの編み物体験会を開催する。 

◆公民館の役割 

「サークル活動と子どもたちを繋ぎ、体験の場を増やす」という小櫃てらす「教育のま

ち・子どもの育成」グループの方針に基づき、小学生が公民館活動へ参画するきっかけ

を創出する。また、本事例をモデルケースとして、他のサークルに対しても連携活動へ

の意識啓発・動機付けをおこなう。 

・開催日時：夏休み期間中 

 

④  「おびつ あそんべ食堂」の活動支援 

子どもから高齢者まで、地域の誰もが食事をしながら集い、交流できる居場所づくりを

目的として実施している。 

本年度は、ボランティアスタッフの拡充、下校後の公民館での待機時間における子ども

たちの体験活動の充実、および独居高齢者等の要支援者に対するアウトリーチ（情報伝

達・物資の配布等）を重点課題として取り組む。 

 

◆公民館の役割 

日常的な伴走支援を実施する。また、課題解決に向けて必要に応じた支援を行う。 

・開催日時：原則・第４火曜日 

4 月 28 日、5 月２６日、７月２８日、８月２５日、９月２９日、１０月２０日、 

１１月 24 日、１２月２２日、 令和９年１月２６日、２月１６日、３月 23 日 
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公民館の使用料について 

 
生 涯 学 習 文 化 課 

 

１ 概要 

公民館は公立学校と同様に教育機関に位置づき、学習、交流による市民の主
体的なコミュニティ形成の基盤として、本市では、すべての市民に開かれたも
のであるよう、市民の社会教育活動、地域活動等について料金を無料としてき
た経緯があります。 

しかし、昨今の社会情勢や財政状況もあり、公共施設の適切な料金負担のあ
り方が重要な課題となる中、公民館の使用料金についても検討する必要がでて
きました。 

つきましては、関係審議会の皆様にご意見を伺いながら検討を進めてまいり
たいと考えております。 
 
２ 使用料金徴収の必要性 

本市では、さまざまな公共施設の使用料を、地方自治法第２２５条および第
２２８条に基づき条例で定め、使用者に一定の負担をお願いしています。 

本市「公共施設使用料の見直しに関する基本方針」では、「近年、少子高齢
化や人口減少により税収の大幅な増加は見込めず、一方で社会保障費や公共施
設の老朽化対応など財政需要は増加」し、「原材料費やエネルギーコストの高
騰、人件費の上昇により維持管理・運営コストも増大」する中、「デジタル化
やライフスタイルの多様化により利用実態や市民ニーズが変化し、従来の使用
料体系が現在の状況に合わない場合もあり、公平性や透明性の観点から見直し
が必要」「将来にわたり持続可能な公共サービスを提供するためには、施設の
在り方の見直しとともに、受益者と非受益者の負担の公平性を確保し、利用者
には受益に応じた適切な負担をお願いすることが不可欠」としています。 
 
３ 公民館について 

「基本方針」では、法令等で料金等が定められている場合を除く公共施設に
ついて、個別の施設使用料の検証を行い、持続可能で公平性の高い公共施設の
運営を目指すとしており、公民館も検討を行う施設に含まれます。 

公民館は、市民の学びと交流の拠点として重要な機能を持つ施設ですが、光
熱水費など相応の経費がかかっており、使用する人としない人の公平性の点か
らも、使用料金の検討が必要となっています。 
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参考１ 近隣市の使用料例（比較可能な部屋を抜粋・生涯学習文化課調べ） 

 貸出部屋など 料金（１時間） 備   考 
君津市 会議室系 ０円 160〜440 円   ※1 

多目的ホール系 ０円 753〜1,080 円 ※1 
調理室 0 円 430〜440 円  ※1 

富津市 会議室系 310 円・730 円 
夜間 340 円・800 円 

 

多目的ホール系 3,140 円 
夜間 3,450 円 

※2 

調理室 620 円 
夜間 680 円 

 

袖ケ浦市 会議室系 230〜650 円 
夜間 350〜910 円 

 

多目的ホール系 650 円 
夜間 910 円 

※2 

調理室 650 円 
夜間 910 円 

 

木更津市 
※3 

会議室系 150〜600 円  
多目的ホール系 600〜1,500 円  
調理室 150〜400 円  

※１ 午前中 9 時〜12 時の「目的外使用」料金を１時間換算した参考値。 
※２ 別途客席ホール仕様の大ホール（650 人〜1,000 人対応）あり。 
※３ 令和８年４月からコミュニティセンター化 
 

参考２ 近隣市の公民館使用料収入額（令和６年度決算額全体） 

君津市      ８１７，６３０円（目的外使用分） 

木更津市  １１，３９０，５６９円 

富津市    １，１６８，７２０円 

袖ケ浦市   ７，２９７，９７０円 

 

参考３ 君津市の公民館光熱水費（令和６年度決算額） 

君津市     ３５，８８９，０００円 

 

参考４ 令和７年度実施アンケートに寄せられた声（別紙） 
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